
     六ヶ所村の魅力を発掘・発見・発信！

6/28(土)は 出戸魅力発見ツアー！
     ＆第２回植物観察会！！

「昆虫（トラマルハナバチ）が、花被基部の筒に溜まった蜜を吸

うには、ノハナショウブの外花被片と花柱枝（めしべ）との間に

出来たトンネル(１５mm ほどの筒)に、もぐり込まねばならない

構造になっている。そのトンネルに蜜を求めもぐり込むと、ハチ

の背中は、はじめめしべのある柱頭に、さらに奥に進むとおし

べの葯に触れて花粉が付く仕組みになっている。次の別の花を訪れた時に、背中に付いていた

花粉が、トンネルの入り口にあるめしべの柱頭にすくい取られ、受粉する仕組みとなっている。

これは、同じ花の花粉が付かないようにする（同花受粉を避ける）生存戦略である。花の形は昆

虫との関係によって進化した。」
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みいつけた！

６月２８日(土)に、出戸地区魅力発見ツアー＆第２回植物観察会を開催いたします。

講師に、（公財）環境科学技術研究所 山上睦氏を迎え、出戸海岸の海浜植物と砂丘の関係や江

戸時代から行われてきた「馬ハナシ」の放牧場にあるノハナショウブの大群落の形成について

の解説があります。大変興味がわきます。是非、ご参加ください。※詳細は HP やチラシ参照
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